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Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 

 

１．機関内規程 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合する機関内規程を定めている。 

 □ 機関内規程を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 機関内規程を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

 宮崎大学動物実験規則、宮崎大学動物実験委員会規程、宮崎大学動物実験に関する木花キャンパ

ス小委員会及び清武キャンパス小委員会細則、宮崎大学動物実験体制図 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・環境省の「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」（以下「飼養保管基準」とい

う。）と文部科学省の｢研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針｣（以下「基本指

針」という。）に適合した｢宮崎大学動物実験規則｣が制定されている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

なし。 

 

２．動物実験委員会 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合する動物実験委員会を設置している。 

 □ 動物実験委員会を設置しているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 動物実験委員会を設置していない。 

２）自己点検の対象とした資料 

 宮崎大学動物実験規則、宮崎大学動物実験委員会規程、宮崎大学動物実験に関する木花キャンパ 

ス小委員会及び清武キャンパス小委員会細則、動物実験委員会及び両キャンパス小委員会委員名簿 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・宮崎大学動物実験委員会は、基本指針に則り、動物実験等に関して優れた識見を有する者、実験

動物に関して優れた識見を有する者、その他学識経験を有する者から構成されている。 

・キャンパスごとに小委員会を設け、それぞれに専門委員を加えて実務にあたっている。なお、農

学部住吉フィールドの動物実験は、農学部教員が委員に含まれる木花キャンパス小委員会にて取

り扱っている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

 2021 年 11 月 30 日に受審した公益社団法人日本実験動物学会による動物実験外部検証（以下、動

物実験外部検証）という。）において、「委員会規程」や「小委員会規則」における委員構成について、

より実態に即した記述内容とすることを検討するよう指摘があったことから、委員会で検討して 2022

年 5 月 26 日付で対応する部分の規程を改正した。 
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３．動物実験の実施体制 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制を定めている。 

 □ 動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 動物実験の実施体制を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

 宮崎大学動物実験規則、宮崎大学動物実験委員会規程、動物実験計画書（新規・変更）、同（更

新）、同（実験従事者等変更・追加届）、動物実験経過報告書・終了届、誓約書、動物実験計画申

請等に関連する書類の記入上の注意 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・基本指針に則した規則等、およびそれに適合した動物実験計画書の様式が定められ、動物実験計

画の立案から、審査、承認、結果報告までの体制が整備されている。 

・動物実験計画書の作成に関しては記入上の注意が書面化されている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

動物実験計画書審査の円滑化や関連する委員会との関係性をより明確にする目的で、2023 年 3 月に

動物実験計画書の様式について、委員会で検討して一部変更した。 

 

４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 

１）評価結果 

■ 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めている。 

□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めていない。 

□ 該当する動物実験を行っていないので、実施体制を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

  宮崎大学病原体等安全管理規程、宮崎大学毒物及び劇物管理規程、宮崎大学放射線安全管理規

程、宮崎大学遺伝子組換え生物等の使用等に関する安全管理規程、生物資源分野動物実験施設利

用マニュアル 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・病原体の感染動物実験、有害化学物質の投与動物実験、放射性物質の投与動物実験、遺伝子組換

え動物を用いる実験に関連して、それぞれ学内規程が定められている。 

・該当する実験が実施されている主要な動物実験施設においては「生物資源分野動物実験施設利用

マニュアル」に当該実験に関して詳細が示されている。 

・動物実験委員会委員、若しくは両キャンパス小委員会委員が遺伝子組換え生物等の使用等安全委

員会、病原体等安全管理委員会、放射線安全管理委員会の委員を兼務しており、委員会間の情報

交換と連携を可能としている。 

４）改善の方針、達成予定時期 
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なし。 

 

５．実験動物の飼養保管の体制 

１）評価結果 

 ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

 宮崎大学動物実験規則、飼養保管施設設置承認申請書、実験室設置承認申請書、施設等(飼養保管

施設・動物実験室)廃止届、飼養保管施設の運用についての自己点検・評価報告書 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

・飼養保管施設・実験室は、設置申請に対して動物実験委員会による調査を経て、学長が承認する

体制となっている。2022年３月末時点で承認を受けている飼養保管施設は10施設である。 

・それぞれの施設には、管理者、実験動物管理者、飼養者が登録されている。 

・各飼養保管施設の標準操作マニュアルについては、2011年７月に整備状況を調査し、以降も適正

に運用している。更に2019年度から、順次｢実験動物飼養保管施設個別現況調査票｣によって，委

員会の追加調査を実施している。 

４）改善の方針、達成予定時期 

 農学部で改修が予定されている飼養保管施設に関しては、改修後に順次、新規施設として委員会査

察を実施すると共に、｢実験動物飼養保管施設個別現況調査票｣の提出を求める。 

 

６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果） 

2021 年 11 月 30 日に動物実験外部検証を受審し、概ね適切に実施されているとの評価を受けた。指

摘された事項について 2022 年度中に規程改正等の対応を行ったが、今後引き続き検討して、改善に

努める。 

 

Ⅱ．実施状況 

 

１．動物実験委員会 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、適正に機能している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

 2022年度動物実験委員会議事要録、同動物実験委員会木花キャンパス小委員会議事要録、同清武

キャンパス小委員会議事要録 
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３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

・2022年度の動物実験委員会は4回（うちメール会議3回）開催され、動物実験外部検証の指摘事項

に対する今後の対応策などについての審議を行った。 

・全ての動物実験計画書は、動物実験委員会の下に設置している木花・清武の各キャンパス小委員

会が持ち回りの予備審査の後、小委員会を開催して審議審査を行っている。2022年度は木花キャ

ンパス小委員会を13回、清武キャンパス小委員会を12回開催し、動物実験計画及び実験動物の飼

養保管施設・実験室に関する審査を行った。 

・小委員会での審査結果は親委員会の決裁の後、学長にその結果を報告している。また小委員会に

おいて、詳細審議の必要があると判断された場合は動物実験委員会に上げて追審査している他、

必要に応じて，両小委員会間でも意見交換を行っている。 

・委員会議事要録も適切に作成し、保管している。 

４）改善の方針、達成予定時期 

 なし 

 

２．動物実験の実施状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、適正に動物実験を実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

 2022年度動物実験計画書、同審査結果、2022年度動物実験経過報告書・終了届、2022年度動物実

験審査件数一覧、2022年度実験動物飼養頭数及び動物種一覧 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

・動物実験計画書の審査段階において、委員会等から丁寧な助言、指導がなされており、適正に動

物実験が実施されている。 

・2022年度までの動物実験経過報告書・終了届の提出率は100％で、実験結果や使用動物頭数、学術

論文・学会発表等の実績が報告されている。 

・2014年度末から飼養保管施設ごとの動物飼養数調査を徹底し、より適正な実施に努めている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

 なし 

 

 

３．安全管理に注意を要する動物実験の実施状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、当該実験を適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
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 □ 多くの改善すべき問題がある。 

 □ 該当する動物実験を行っていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

 2022 年度動物実験計画書、同審査結果通知、2022 年度動物実験経過報告書・終了届、2022 年度動

物実験一覧表、飼養保管施設設置承認申請書、実験室設置承認申請書 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

・安全管理に注意を要する動物実験については、動物実験委員会が実験計画を審査する際に、関連

する委員会等から必要な許可がなされているかを確認している。 

・飼養保管施設・実験室は、動物実験委員会による現地調査を経て承認しているが、その際に必要

な安全設備の整備状況について確認している。また、緊急時対応マニュアルの作成を義務付けて

おり、事故等の発生に備えている。 

・なお、該当する実験について事故等の報告はなかった。 

４）改善の方針、達成予定時期 

 動物実験外部検証において、安全管理に注意を要する動物の飼育室について、表示等の再確認を検

討するよう指摘があったことから、2023 年 3 月 30 日付で飼養保管施設及び実験室管理者へ表示等を

再確認し、必要に応じて改善するよう通知した。 

 

４．実験動物の飼養保管状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

 2022年度実験動物飼養頭数及び動物種一覧、3月末日時点での動物数報告書、各飼養保管施設の標

準操作マニュアル（SOP）、緊急時対応マニュアル、実験動物の飼養保管等に関する状況調査回答、

飼養保管施設の運用についての自己点検・評価報告書 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

・飼養保管する実験動物種は、げっ歯類から畜産動物まで多岐にわたるが、実験動物管理者を中心に

それぞれ飼養保管のための標準操作マニュアル及び緊急時対応マニュアルを作成し、それに沿って

飼養保管を行っている。 

・学生教育の一環として実験動物の飼養保管作業を学生が分担実施する場合も、上記マニュアル等に

よる教育、指導が行われている。 

・実験動物管理者においては、毎年施設の運用についての自己点検・評価報告書を作成している。 

・学内の微生物モニタリング体制をフロンティア科学総合研究センター生物資源分野で立ち上げ、要

望に応じて全学の飼養保管施設の検体検査を受け入れている。 

４）改善の方針、達成予定時期 
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 動物実験外部検証において、飼養保管のための標準操作マニュアルは適正と判断されるが、施設に 

より内容に濃淡が見られるので、研究者や学生が飼養保管作業を実質的に担当する施設では、より具 

体的かつ詳細な内容を盛り込むよう検討するよう指摘があったことから、2023 年 3 月 30 日付で飼養

保管施設及び実験室管理者へマニュアルを再確認するよう通知した。 

 

 

５．施設等の維持管理の状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に維持管理している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

飼養保管施設設置承認申請書、実験室設置承認申請書、施設等（飼養保管施設、動物実験

室）廃止届、飼養保管施設承認通知書、実験室承認通知書、飼養保管施設の運用についての自

己点検・評価報告書、実験動物施設現況報告書 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

・飼養保管施設、実験室は、設置申請を受けた時点で各小委員会が現地調査を行い、必要に応じて改

善の指導を行った上で承認している。 

・木花キャンパスでは 2013 年度に産業動物教育研究センターを新設して畜産動物の実験管理を集約

した。 

・なお、現在木花キャンパス農学部棟の全面改修工事を行っており、農学部の飼養保管施設について

は、仮移設等が行われている。仮移設の施設も全て委員会が調査し，仮移転期間の承認を学長から

得るようにしている。今後も、計画的に移設等が予定されている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

 動物実験外部検証において、中大動物施設については、今後維持管理計画を作成し、施設設備の改 

善や人員配置を含めた管理体制の見直しを検討するよう指摘があったことから、2022 年度から学外

の状況を含めて調査し、中期的な対応計画について、当該施設管理者らを含めて検討した。今後引き

続き施設改修を含めた対応を段階的に進めていく。 

 

６．教育訓練の実施状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

教育訓練資料、教育訓練受講履歴、実験動物学・医学実験動物学・実験動物学実習の学部講義
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シラバス、医学獣医学総合研究科修士課程・博士課程講義シラバス 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

・動物実験規則に定める教育訓練の受講を義務化しており、受講履歴は全て記録している。動物

実験計画書に実験従事者として名前が記載されている者は、100％受講済みである。 

・通常の教育訓練とは別に、学生の教育訓練として基礎教育科目「医学実験動物学（医学部医学科 2 

年生のみ必修、その他選択）、農学部専門科目「実験動物学（農学部獣医学科 4 年生（旧カリキュラ

ム）および 2 年生（新カリキュラム）のみ必修、その他農学部選択）、実験動物学実習（農学部畜産

草地科学科選択）、獣医実験動物学実習（農学部獣医学科 2 年生）の講義を学部教育で実施してお

り、さらに大学院教育においても医学獣医学総合研究科修士課程・博士課程でそれぞれ必修科

目として実験動物学に関連した講義を開講しており、幾重にも渡る教育訓練のシステムが構

築されている。 

・2019 年度に、動物の愛護及び管理に関する法律の改正や実験動物の安楽死処置に多く用いら

れてきたソムノペンチルの販売終了など、動物実験を取り巻く環境が大きく変化しているこ

とに鑑み、臨時の教育訓練を実施した。 

４）改善の方針、達成予定時期 

 動物実験外部検証において、「動物実験規則」の教育訓練の項（第 25 条）に人獣共通感染症に関す 

る事項を追記するよう指摘があったことから、委員会で検討して 2022 年 5 月 26 日付で規則を改正し

た。 

 

７．自己点検・評価、情報公開 

１）評価結果 

 ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

2021 年度自己点検評価報告書、宮崎大学ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ （゙公開情報→法定公開情報→動物実験等に関す

る情報） 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

・動物実験に関する情報公開は、2007 年度から実施しており、その項目も動物実験の実績（実験動物

飼養頭数、動物種一覧）、動物実験の実施体制（動物実験計画書等各種申請様式：様式１～９）、動

物実験審査件数・承認件数、飼養保管施設及び実験室承認件数一覧、教育訓練実績、動物実験に関

する規則等（宮崎大学動物実験規則、宮崎大学動物実験委員会規程、宮崎大学動物実験に関する木

花キャンパス小委員会及び清武キャンパス小委員会細則、宮崎大学動物実験委員会委員構成）と詳

細にわたっている。 

・本書のとおり自己点検評価も実施している。 

４）改善の方針、達成予定時期 

 動物実験外部検証において、動物実験委員会については、委員に関する情報を適宜わかりやすく記 

載するとともに、委員が変更される場合があるので当該年度の実績の項に公開することを指摘があっ 
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たことから、2021 年度分の公開情報より委員構成についてより詳細に記載することとした。 

 

８．その他 

（動物実験の実施状況において、機関特有の点検・評価事項及びその結果） 

動物実験外部検証の結果、動物実験の実施状況について、一項目を除き「適正」との評価を受けた。 

一部改善すべき点があるとされた部分のうち、2022 年度中に規程改正等の対応をすると共に、中期的

対応が必要な部分については段階的改善に努める。 

 


